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徳島市教育委員会

この資料は、平成３１年度全国学力・学習状況調査結果の分析をもとに、徳
島市の子どもたちの学力の傾向をまとめたものです。徳島市と全国の平均正答
率を比較したものを分析の基準とし、特に顕著であった内容について記述して
います。

調査内容（６年生を対象に実施）
１ 学力調査 ・国語（「知識・技能等」「活用等」を一体的に問う問題）

・算数（「知識・技能等」「活用等」を一体的に問う問題）
２ 質問紙調査 学習意欲、学習方法、学習環境などについて

《本市の全体的な状況》

１ 徳島市の国語は、全国平均を上回り、算数は、全国平均を下回っています。

２ 徳島市の国語と算数ともに、県平均を上回っています。

３ 解答欄に記入がない無解答率が昨年に引き続き全国値と比べて減少してお
り、問題に対して最後まであきらめずに粘り強く解こうとする傾向が見ら
れます。

学力調査から

□ 国語では、学習指導要領の領域等の「話すこと・聞くこと」「読むこと」の
領域において、全国平均を上回り、「書くこと」において、全国平均と同じで、
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」において、全国平均を下回っ
ています。
評価の観点では、「国語への関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「読む能

力」で全国平均を上回っています。
問題形式では、「選択式」と「記述式」で全国平均を上回り、「短答式」で全

国平均を下回りました。
問題別集計結果では、「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまと

める」という設問では、全国平均を大きく上回りましたが、漢字の出題３問は、
いずれも全国平均を下回っています。また、「目的や意図に応じて、自分の考
えの理由を明確にし、まとめて書く」という設問も、正答率が低く、全国平均
をやや下回っています。
このことから今後は、これまで重点的に取り組んできた「基礎的な知識及び
技能」「書くこと」についての取り組みを継続するとともに、すべての教科に
共通する「正確に読み取る力」を育成することが必要です。

□ 算数では、学習指導要領の領域等の「数と計算」「量と測定」「図形」「数量
関係」のすべての領域において、全国平均を下回っています。
評価の観点においても、「数量や図形についての技能」で全国平均を大きく

下回っています。
問題形式でも「選択式」「短答式」で全国平均を下回っています。
問題別集計結果では、全国平均を上回ったのは、１４問中６問でした。「示

された計算の仕方を解釈し、かける数や割る数を選び、計算しやすい式にして



計算できる」という設問では、全国平均を上回りました。「６＋０．５×２」
を解く問題で、計算問題だけなら正答率は上がると思われますが、問題文の中
に説明文やイラストがあったために、全国平均を大きく下回りました。
このことから今後は、数量や図形についての知識・理解だけでなく、技能を
身に付けることが必要です。

児童質問紙調査から

□ 「学校の授業時間以外に１日当たり１時間以上勉強をしている」と答えた割
合が、６４．９％で全国値より低くなっています。「国語や算数の勉強は大切
だと思いますか」という質問事項では、国語・算数ともに「当てはまる」と答
えた割合が全国値を上回っています。また、「国語や算数の授業の内容がよく
分かりますか」という質問事項でも、国語・算数ともに全国値を上回っていま
す。子どもたちの学力向上については、学校での授業が大切なことは言うまで
もありませんが、「学校の授業で学習したことが、将来、社会に出たときに役
に立つ」という意識を持たせ、主体的に学習に取り組む態度を養うことが大切
です。

□ 授業の中で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表することについて、「当ては
まる」と答えた児童の割合が昨年に引き続き、全国値よりも低くなっています。
授業の中で自ら考えをまとめた上で発表し、話し合うなど積極的に学習活動に
取り組むことが必要です。

□ 読書の時間に関しての質問では、「学校の授業時間以外に１日当たり１時間
以上読書をしている」と答えた割合が、１７．３パーセントで全国値より低く
なっています。学校の図書室や地域の図書館の利用で、週に１回以上の利用が
１１．６パーセント、「読書が好きですか」という質問事項で、「当てはまる。」
と答えた割合が、７１．０パーセントでいずれの数値も全国値を下回っていま
す。今後も、子どもたちに、もっと本と出会い、読書の楽しさを味わわせる機
会が必要です。

今後の対応について

◎ 各校ごとに自校の調査結果を分析し、傾向と課題を把握すると
ともに、その改善策の検討を行い、「主体的・対話的で深い学び」
の視点に立った授業改善等に反映させていきます。

◎ 「正確に読み取る力」の定着を図るため、言語活動を通して、
正確に理解し適切に表現する資質・能力を身に付けさせ、すべて
の学習の基盤となる国語力を高めていきます。

◎ 各校の学力向上推進担当教員を対象に、市主催の研修会を開催
し、効果的な取り組み等について情報提供するなど、各校の取り
組みを支援します。

◎ 基本的な生活習慣の形成や家庭における学習の充実に向けて、
今後も各家庭へ発信してまいります。


